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TheseasonalchangeinthefbedinghabitofDollyVarden(301vθ1'ηz48〃zo1〃70)wasstudiedwiththefish

samplescollectedmonthlybyfly-fishingintworiversofShiretokoPeninsula,theIkushinaRiverandthe

ChumiRiver,during18Juneand280ctober,2000.ThestudyareasfbreachriverhavelOOmlength

includingapproximatesamenumbersofrapidsandpools,intheupperreachesatabout300metersabove

thesealevel.Theaimofthestudywastoknowthediffbreceofthefbedingenvironmentsbetweenthe

studyareasoftworiversbythestomachcontentanalysis,inwhichoneflowsintothesouth-eastemand

theotherintothenorth-westemcoastsofthepeninsula.

Analysisofthestomachcontentwascarriedoutfbrthetotalofeach30fishesinasamplingtimeofa

month.Theresultshowed80rders,24familiesand52taxaoftheaquaticanimals(Table1),and16

0rders,32familiesand68taxaoftheterrestrialanimals(Table2),fbrbothoftheareasintworivers.

Therelativecompositionofanimalsfbundinthestomachshowedtheseasonalchangeofthe

dominance,suchasEphemeropteranymphwithTRICOPTERAlarvaduringJuneandJuly,theterrestrial

insectsduringAugustandSeptember,andPlecopteraimago,DIPTERAlarvaandothersinOctober,fbr

thebothofareas.

Thefbedinghabitwasnotselectiveassameasthewhite-spottedchar(3α1v(i～1ノ ηz431θ 〃co〃10θ η∫3)but

flexibleinaccordancewiththeoccurrenceofthefbodanimalsintheflowandsubstratum.Thefactthat

thehighercompositionoftheterrestrialinsects(mostlyCOLEOPTERA)intheamountofthestomach

contentwasseeninAugustintheIkushinaRiverwouldbeduetotheabundanceoftheriversidefbrestas

backgroundofthefbodanimalsupp1}孔And,thefactthatthehighercompositionofDiamesinaelarvawas

負)undinthestomachcontentinAugustintheChunliRiversuggeststhefitnessoftheslowstreaminto

inhabitingofthefbodanimal.

はじめに

オショロコマ(5「α1vε11η祝3η301〃20)は太平洋北部一

帯に分布す るサケ科 イワナ属魚類の1種 である.

日本では北海道にのみ生息し,北 海道がその分布

の南限とされてお り,北 海道においても知床半島

やその他の河川上流部などに限 られて生息してい

る.オ シ ョ ロ コマ の 生活 史 に つ い て は 種 内変 異 性

が 大 き く(前 川1977),知 床 半 島 の河 川 な ど か らま

れ に降 海 型 が 出 現 す る こ とが 知 られ て い る(疋 田

1962;石 城1967;前 川1973;Komiyamaetal.1982;

斉 藤 ・杉 若1984).北 海 道 に 生 息 す る オ シ ョロ コ

マ は 分 布 の 南 限 域 に 生 息 す る と い う点 で 非 常 に 貴
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重 な 存 在 で あ る.し か し,近 年,そ の 生 息 域 を 同

属 の ア メマ ス(3.1(～〃co〃20ξ～〃15)に侵 さ れ て い る(佐

藤1998;谷 口 ら2000)こ と,森 林 の 開 発 が 進 ん

で い る こ と,遊 漁 者 の 入 漁 が 容 易 な 河 川 で は 生息

密 度 が 少 な い傾 向 が あ る こ と(下 田 ら1993;鷹 見

らlg95)な ど か ら,オ シ ョ ロ コマ の保 護 が 叫 ば れ

て い る(環 境 省1993;田 中 寿 雄1994)が,日 本

で は 主 に 山 間部 に 生 息 し,一 ・般 に体 長30cm程 度 ま

で しか 成 長 し な い こ と か ら(例 えば,中 田1991),

漁 業 対 象 種 と して の価 値 は 低 く,北 海 道 にお け る

生 態 等 の 詳 細 は 解 明 され て お らず,季 節 的 な 食 性

の研 究 も少 な い.

知 床 半 島幌 別 川 で 行 わ れ た 年1回 程 度 の 調 査 で

は,餌 生 物 中 の 陸 生 動 物 の 割 合 が 約20%程 度 と さ

れ て お り,残 りの 約80%は 水 生 昆 虫 との 報 告 が な

さ れ て い る(北 野 ・中 野1991).し か し,前 川

(1977),石 城(1984),Ishigaki(1987)に よ る

と,オ シ ョ ロ コ マ と,ア メ マ ス や ヤ マ メ

(0ηcor勿 ηc加3〃2030〃)が同 所 的 に 生 息 し て い る 混

生 河 川 に 比 べ,オ シ ョ ロ コ マ 以 外 の サ ケ科 魚 類 が

生 息 し な い 河 川 で は,オ シ ョ ロ コマ の食 性 が 陸 生

動 物 に 依 存 す る 傾 向 が 強 くな る と言 わ れ て お り,

同種 以 外 には 常 に 河 川 に 生息 す るサ ケ科 魚 類 が い

な い 知 床 半 島(小 宮 山1981)に も こ の こ とが 当 て

は ま る と考 え られ た.ま た,北 野 ・中 野(1991)

の 報 告 は 調 査 回 数 が 少 な い こ とや,陸 生 昆 虫 の 羽

化 期 が 集 中す る夏 季(名 越 ら1988)に 調 査 が 行 わ

れ て いな い こ と も 関係 が あ る と考 え られ た.

そ こで,日 本 に 生息 す るオ シ ョロ コマ の 生 態 の

詳 細 を解 明 す る一 端 と して,知 床 半 島 の 河 川 に お

け る オ シ ョ ロ コ マ の 食 性の 季 節 変 化 を明 らか に す

る こ と と した.

材料および方法

調査は北海道斜里町の斜里川水系幾品川と標津

町の忠類川の上流部で行 った(図1).幾 品川は,

流程約15kmの 河川で,斜 里町市街地の約5km南 側

で合流し猿間川 とな り,さ らにその下流約3kmで

斜里川と合流 し,斜 里川となってオホーツク海へ

流れ込んでいる.忠 類川は流程約20kmの 河川で

根室海峡へ流れ込んでいる.ま た,両 河川ともに

斜里町と標津町を結ぶ根北峠周辺を水源としてい

る.調 査区域は両河川ともに海抜約300m付 近の

淵と瀬の数がほぼ同じになる約100mの 区間で,

図1.幾 品 川 お よ び 忠 類 川 に お け る 調 査 区 域.

Fig.1.MapshowingsamplingareasintheIkushinaand

theChuruirivers.

幾 品 川 をareal,忠 類 川 をArea2と し た.両areaと

も に 川 幅5-8mで,可 児(1944)に よ る河 川 形 態 の

分 布 に よ る と 山地 渓 流 型(Aa型)で あ っ た.河 畔 林

は 両areaと も に ケ ヤ マ ハ ン ノキ(/望1η〃5乃〃「8z4'o)が

優 占 し て い た が,Area1で は 他 に ヤ ナ ギ 類(80翫

spp.)が 多 く見 られ た の に 対 し,Area2で は エ ゾ マ

ッ(Pた εoノαoθη3'3)・ト ドマ ツ(肋1ε380酌o〃 ηθη518)

が 多 く見 られ た.ま た,Arealを 含 む 幾 品 川 上 流

域 で は,河 畔 林 が そ の ま ま斜 里 岳 ・海 別 岳 に続 い

て い た が,Area2を 含 む 忠 類 川 上 流 域 で は,河 畔

林 の 左 岸 側 は 斜 里 岳 へ 続 い て い る もの の,右 岸 側

に は 所 々 に 伐 採 跡 や 放 棄 され た 耕 作 地 跡 等 が 見 ら

れ た.

さ らに,幾 品 川 の 以 久 科10号 橋(猿 間 川 との 合

流 地 点 よ り約3km上 流)付 近 に落 差 約6m(3m×

2段)の 落 差 工(魚 道 あ り)を 確 認 し て お り,小 宮

山(1982)は この 落 差 工 が 魚 類 の 上 流 へ の 移 動 の

妨 げ に な っ て い る と し て い る.忠 類 川 に お い て も

河 口 か ら約lkm上 流 に 滝 が 確 認 さ れ て お り,サ

ケ ・マ ス の 遡 上 期 に こ れ ら の 魚 種 がArea2に お い

て 見 られ な か った こ と か ら,こ の滝 の 遡 上 は不 可

能 で あ る か,ま た は遡 上 して も調 査 区 域 ま で の 遡

上 は な く,今 回 の調 査 に お い て大 型 サ ケ 科 魚 類 の
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存 在 に よ る オ シ ョロ コ マ の 食 性の 変 化 は な い もの

と し た.調 査 中 に採 捕 あ る い は確 認 され た魚 類 は

オ シ ョロ コ マ 以 外 で は,8月 に忠 類 川Area2で 採 捕

され た サ ク ラ マ ス幼 魚(ヤ マ メ)1尾 の み で あ っ

た.な お,こ の サ ク ラ マ ス 幼 魚 は体 長12cm前 後 で

ス モ ル ト化 し て い た.

2000年6月18日 か ら10月28日 の 問,各 月1回(6/

18,7/28,8/28,g/30,10/28)の 計5回Area

lお よ びArea2に て フ ラ イ ・フ ィ ッシ ン グ に よ って

得 た オ シ ョ ロ コ マ(1回 の 調 査 でlareaに つ き30尾

ず つ)を 使 用 した.採 捕 した オ シ ョ ロ コ マ は た だ

ち に10%ホ ル マ リン溶 液 で 固 定 し た 後,研 究 室 に

持 ち 帰 り,標 準 体 長 ・体 重 を 計 測 し た の ち解 剖 し

て 消 化 管 を取 り出 し,消 化 管 重 量 と消 化 管 内容 物

重 量 を 計 測 し た.消 化 管 内 容 物 重 量 は,切 除 す る

前 の 消化 管 重 量 か ら内 容 物 を 取 り出 し た 消 化 管 重

量 を差 し 引 い て 算 出 した.さ らに ,体 重 と 胃 内 容

物 重 量 よ り,

ISF(%)一SCW(9)/BW(9)×100

を 算 出 し た.た だ し,ISF(indexofstomach

content)=胃 内 容 物 指 数,SCW(stomachcontent

weight)=胃 内 容 物 重 量 ,BW(bodyweight)=体 重 と

した.

取 り出 し た 消 化 管 中 の 餌 生 物 は5%ホ ル マ リン

溶 液 で 固定 し,肉 眼 お よ び 実 体 顕 微 鏡 下 で で き る

限 り種 まで 同 定 し,種 類 毎 に 個 体 数 お よ び 湿 重 量

を測 定 した.な お,水 生 昆 虫 の 亜 成 虫

(脱皮 途 中 も含 む)は 陸 上 生活 を す る

こ とか ら陸 生 昆 虫 に,ユ ス リカ や トビ4・0

ケ ラの 蠕 は 水 生 昆 虫 と して 計 測 し た.

3.5

結 果

2000年6月18日 か ら 同 年10月28日 ま

で の 各 月1回 の 調 査 で1area30尾 ×

(Areal+Area2)×5回=300尾 の オ シ

ョ ロ コマ を得 た.得 られ た オ シ ョロ コ

マ の 胃 内 容 物 か ら出 現 し た 餌 生 物 は17

目24科 で,そ の う ち25種 は種 まで の 同

定 が 可 能 で あ っ た.胃 内 容 物 中 の 水 生

動 物 に つ い て は 表1に 示 し た.出 現 個

体 数 が も っ と も 多 か っ た の は

Diamesinaespp.(ヤ マ ユ ス リ カ 亜 科)

幼 虫 で あ っ た.特 に10月 の 調 査 で は オ

シ ョ ロ コマ1尾 当 た りArealか ら8 .0個
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缶
の
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体,Area2か ら17.8個 体 が 得 られ た.両areaと も に

6月 か ら10月 に か け て 出 現 種 類 数 は 減 少 し た.胃

内 容 物 の 中 か ら得 られ た 陸 生 動 物 に つ いて は表2

に 示 した.陸 生 動 物 に お い て も6月 か ら10月 に 向

け 出 現 種 類 数 の 減 少 が み られ た.ま た,水 生 動 物 ,

陸 生 動 物 を 問 わ ず,Area2に 比 べArea1の 方 が 出

現 種 類 数 が 多 か った.

得 られ た オ シ ョ ロ コマ のISF(胃 内容 物 指 数)の

変 化 を 図2に 示 し た.両areaと も6月(Areal:

3・44%,Area2:3.53%)か ら10月(Area1:1 .75%,

Area2:2.17%)に 向 け減 少 傾 向が 見 られ た .し か

し,Arealで は 一 時 的 に7月 の2 .43%か ら8月 の

3.05%へ 増 加 し,9月 に は 再 び1 .77%へ 減 少 した.

両Areaに お け る オ シ ョ ロ コ マ1尾 当 た り の 餌 生

物 個 体 数 と湿 重 量 の 変 化 を 図3に 示 し た.Areal

の餌 生 物 個 体 数 は,6月 の24 .7個 体 か ら8月 の125

個 体 ま で 減 少 し,そ の 後,10月 の28.4個 体 ま で 増

加 し た.湿 重 量 は,6月 の427.6mgか ら7月 に は

231.4mgと 減 少 し,8月 に は 再 び424 .1mgま で 増 加 し,

そ の 後 は10月 の162.6mgま で 減 少 し た .Area2に お

け る個 体 数 は6月 の23.3個 体 か ら7月 に12 .0個 体 ま

で 減 少 し8月 に は28.3個 体 へ と増 加 し,9月 に 一 端,

20.o個 体 ま で 減 少 し た が ,10月 に は 再 び285個 体

へ と増 加 し た .湿 重 量 は6月 の438.Omgか ら8月 の

182・7mgま で 減 少 し,9月 に357.5mgへ 増 加 した が,

10月 に は219・9mgま で 減 少 した .両area問 で は6,7,

十Area1

十Area2

図2.

Jun.JuLAug .Sep.Oct .
2000

幾 品 川(Area1)お よ び 忠 類 ノ【

マ の 胃 内 容 物 指 数(ISF)の 季 節 変 化 .

index・fthest・mach飢lness・ftheD・llyVardeninthelkushina(Areal)

andtheChurui(Area2)rivers .

(Area2)に お け る オ シ ョ ロ コ

Fig.2.Monthlychangesinthe
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表1.胃 内 容 物 中 に 出現 した 水 生 動 物.Table1.AquaticanimalsinthestomachcontentofDollyVarden.

DATE Area1 Area2

SPECIES Jun. Jul. Aug. Sep. Oct. Jun. Ju1. Aug. Sep. Oct.

EPHEMEROPTERAnymph

Ephemererallidae,Dr〃 π8〃αわα∫α1ど∫ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Dr〃 ηε〃ακoんo〃oαε ◎ ○ ○ ○ ○
Dr〃 ηε〃α'r砂'η α ○ ○ ○
D7〃 η8〃αsp. ○ ○ ○ ○
α ηc'∫co∫'ε〃αη'grα ○ ○
Other ○ ○ ◎ ○ ○

Heptageniidae,」 ερεor〃∫如'〃わ1'μ'η ○ ○ ○ ○

ゆ ωrμ∫κεηoj ○ ○ ○ ○
ゆ ωr〃∫'加 〃o廊 ○
Eρεor〃5SPP・ ○ ○ ○ ○ ○
Other ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

Baetidae,β αε"∫SPP・ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○
αoω ηSPP. ○ ○ ○ ○
P∫θ〃40c'oθoηspp. ◎ ○ ○ ○
Cε π'r{刀ワ"1〃'ηSPP・ ○
Other ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

Leptophlebiidae,」Pαrα'8ρ ∫oρ乃'8わ此zwε5∫oη ∫ ○
Pα7α1θμop〃8わ'αSPP・ ○ ○ ○

Ephemeridae,」Eρ んε1ηε7α ∫'r'8α'α ○
PLECOPTERAnymph

Perlodidae,ル1ε8α7cy∫ocんrαc8α ○ ○ ○ ◎ ○ ○
1∫OPεr1α吻 ρo厩 α ○ ○ ○
150ρ ε7'αSPP・ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Other ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Perlidae,κ ω η」'η配7'αsp・ ○
Other ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Nemouridae,1>θ'πoμrαspP・ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ● ○

Other ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

TRICOPTERAlarvaandpupa

Rhyacophllidae,Rん:yαcoρ ん"α78'rαc∫α ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

R姻co卿'α 加炊α」伽 ∫」∫ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Rんyαco舜 〃α加wα'灘 α8 ○
Rんyαcoρ13〃αSPP・ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Limnephmdae,Goεrαspp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
σεηoαSPP. ◎ ○ ○ ○ ○
1>o〃10ρ ∫yclzεSPP・ ○ ○ ○ ○

Brachycentridae,βrαcん 〉,cεη'r配∫spp. ◎ ○ ○ ◎ ◎ ● ◎ ○
M∫ αα∫αηαSPP・ ○ ○ ○ ○

Stenopsychidae,∫'8πoρ ∫ycん8'η α〃ηorα1α ○ ○ ○ ○ ○
Glossosomatidae,A8α ρ8'〃∫spP・ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ● ◎ ◎ ◎ ◎

Lepidstomatidae,Goεro48∫spp. ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

Leptoceridae,∫ ε'odε ∫spP・

Hydropsychidae,spp.

○
○

「

○
○
○

○
○

Polycentropodedae,sp・ ○
Phryganeidae,sp・

Other ○
○

◎ ○ ○

DIPTERAlarvaandpupa

Chironomidae,Diamesinae,spp. ◎ ● ◎ ◎ ● ◎ ◎ ● ● ●

Diamesinae,spP.(P) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

Tipuhdae,SPP・

SPP,(P)

○
○

○
○

○ ◎
○

◎
○

○
○

○
○ ○

◎ ◎
○

Simuliidae,SPP・ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Blepharoceridae,spp. ○ ◎ ○
OtherAquaticAnima亘s

MEGALO凹 「ERACorydalidae,sp. ○
PLANIPENNIAOsmylidae,sp. ○
COLEOPTERAColymbetinae,spjarva ○
ISOPODAL"4」 μ'ηセzo所cμ'η

NumberofSpecies 37 29 32 22 24 33 30 26 21 18

(○:1。9,◎:10-99,●:100〈jnd.;P:pupa)
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表2.胃 内 容 物 中 に 出 現 し た 陸 生 動 物.Table2.TerrestrialanimalsinthestomachcontentofDollyVarden。

DATE Area1 Area2

SPECIES Jun. Jul. Aug・ Sep. Oct. Jun. Ju1. Aug. Sep. Oct.

EPHEM〔EROPTERA

Baetidae,Bα ε'∫5SPP. ○ ○ ○ ○
βαε'∫5SPP.(S) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
αoω πゆ ∫εr〃〃2 ○ ○
α060〃SPP. ○ ○
P∫ε〃40C10ε0〃 仰0厩 α ◎ ○ ○ ○ ◎ ○
P∫ε〃40cloθoηSPP. ○ ○
P∫ε〃40cloεoηspp.(S) ○ ○ ◎ ○ ○
Other ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
Other(S) ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎

Heptageniidae,∫ εrrα'ε〃α7ψ ○
R〃 〃2ro98〃osp. ○
Rん 〃乃ro96〃αSPP.(S) ○ ○
Other(S) ○

Siphlonuridae・ ∫ψんごoη〃7扉∫spP. ○ ○
∫ψん10ημ7μ∫SPP.(S) ○ ○ ○
ん ηεZε∫κ∫sp。 ○ ○

Isonychiidae,1∫oπyc乃 どαノαρoπごcα ○ ○
Ephemereilidae,spp.(S) ○ ○
Otherimago ○ ○ ○ ○ ○
Othersubimago ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

PLECOPTER.A

Perlodidae,」Mθ8αrcツ ∫oohrαc8α ○ ○ ○ ○ ◎ ◎
1∫OP8吻 〃勿 碗Cα ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎
1∫oρ8吻SPP。 ○ ○
Other ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Neumorldae・ ノVθノηoμ7αspP. ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ●
Perlidae,SPP. ○ ○ ○
Taeniopterygidae,spP. ○ ○ ○ ○
Other ○ ○

T:RICOPTE:RA

Stenopsychidae,S∫ ε〃oρ5ycぬ8〃2α7〃10ro'α ○
Limnephlidae・Goεrαsp. ○
Other ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

DIPTERA

Chlronomidae,Diameslnae,spp. ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Tipulidae,spP. ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○
Culicidae,SPP. ○ ○
Otherimago ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Other(Terrestrial)larva ○ ○ ○ ○ ○

HEMIPTERA

Cicadidae,sp. ○ ○
Psyllidae,SPP. ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎
Homoptera,SPP. ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎
Gymnocerata,spP. ○ ○ ○ ○ ○ ○

LEPIDOPTERA

Lepidoptera,SPP. ○ ○ ◎ ○'

SPP.(L) ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○
COLEOPTERA

Carabidae,Cαrα わμ50γわorε〃∫ ○
SPP・ ○ ◎ ○ ○ ○

Harpalidae,∠ βわ娩 αoα08〃 加 ∫α ○
Other ○

Silphidae,Xylo4rθpα5ε κcα7∫ηα∫o ○
sp・ ○

Staphylin玉dae,SPP. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
EIateridae,sp. ○
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表2.続 き.Table2.continued.

DATE 1 Area1 Area2

SPE(=IES Jun. JuL Aug. Sep. Oct. Jun. Jui. Aug. Sep. Oct.

COLEOPTERAcontinued

Cerambycidae,∠ β1)!〃渚αoc加oc8ψ5c如'α ○
SPP・ ○ ○

Chrysomelidae,spp. ○ ○ ◎ ◎ ○
Attelabidae,」B)ア ε∫∫∫c〃∫coη9ε ηε7 ○
Curculionidae,spP. ○ ○ ○ ○
Otherimago ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Otherlarva ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

HYMENOPTERA

Agriotypidae,spP. ○ ○ ● ○
Formicidae,spP. ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Otherimago ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎
Otherlarva ○

OtherTerrestrialAnimais

DERMAPTERA,Psalididae,spp. ○ ○ ◎ ○ ○
ORTHOPTERA,Locustidae,spp. ○ ○
ODONATA,sp. ○
ARANEAE,spp. ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○
OLIGOCHAETA,Neoligochaeta,spp. ○ ○ ○
GASTROPODA,Stylommatophora,spp. ○ ○
DIPLOPODA,CHILOGNATHA,spp. ○ ○ ○

NumberofSpecies 39283333284036363223

(○:1.9,◎:10,99,●:100<,ind.;S:subimago,L:1arva)
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図3.幾 品 川(Area1)お よ び 忠 類 川(Area2)に お け

る オ シ ョ ロ コ マ1尾 当 た り の 胃 内 容 物 の 湿 重 量 と 個 体 数

の 季 節 変 化.Fig.3.Monthlychangesinthenumberof

individualsandthewetweightinthestomachconterltper

oneindividualoftheDollyVardenintheIkushina(Areal)

andtheChurui(Area2)rivers.

9,10月 は 同 じ様 な 傾 向 を示 し た が,8月 は 餌 生物

の個 体 数 と湿 重 量 が 逆 転 した.

餌 生 物 を 分 類 群 別 に個 体 数 組 成 の 変 化(図4)で

み る と,Arealで はEPHEMEROPTERAnymphが

6月 と8月 に そ れ ぞ れ23.0%,21.4%を 示 して 優

占 し,DIPTERAlarvaは7,9,10月 に そ れ ぞ れ

43.6%,18.8%,61.2%で 優 占 した.Area2で は,

TRICOPTERAIarvaが6,7月 に そ れ ぞ れ41.4%,

39.1%で 優 占 し,DIPTERAIarvaが8,9,10月 に そ

れ ぞ れ28.5%,25.1%,47.0%で 優 占 し た.Areal

の 調 査 期 間 中 の 水 生 動 物 の 餌 生物 に 占 め た割 合 は

6,7,8,10月 は そ れ ぞ53.4%,68.1%,56.6%,

69.6%と 過 半 数 を 占 め た が,9月 には33.7%と 半 数

を 下 回 っ た.ま た,Area2で は6,7月 に73.8%,

76.6%と 高 い 値 を示 した 後,8,9,10月 に そ れ ぞ れ

58.1%,60.8%,56.7%と 過 半 数 を 示 した が6月,7

月 に 比 べ や や 低 い 値 とな っ た.

これ を 分 類 群 別 に 湿 重 量 組 成 の 変 化(図5)で

み る と,Area1で は6,7月 に はTRICOPTERAlarva

が そ れ ぞ れ35.7%,29.3%で 重 量 で 優 占 し,8月 は

COLEOPTERAが31.8%,9月 に はLEPIDOPTERA

が23.0%で,10月 に はTRICOPTERAが37.4%で 再

び 優 占 した.Area2に お い て は,6,7月 はArealと

同 じ くTRICOPTERAが そ れ ぞ れ42.6%,73.0%で
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Fig.5.MonthlychangesinthewetweightratioofpreyinthestomachcontentperoneindividualoftheDollyVardenin

theIkushina(Areal)andtheChurui(Area2)rivers.

優 占 した が,8月 に はHYMENOPTERAが29.0%で,

9,10月 に はPLECOPTERAimagoが そ れ ぞ れ61.0%,

48.0%で 優 占 した.Area1の 調 査 期 問 中 に 水 生 動

物 の 餌 生 物 中 に 占め た 割 合 は,6月,7月 に45.9%,

45.6%と 半 数 近 くを 占め た が,8月,9月 は18.0%,

19.9%と 低 い 値 を 示 し,再 び10月 に53.7%と な っ

た.Area2に お い て は6月,7月 に は81.3%,82.8%

と 非 常 に 高 い値 を 示 した が,8月 に は46.2%と 半 数

以 下 とな り,9月,10月 に は19.9%,24.1%と 低 い

値 を 示 した.

考 察

今 回 の 調 査 で は 確 認 され な か っ た が,幾 品 川 で

は 純 淡 水 魚 と し て フ ク ド ジ ョ ウ(M)θ 〃2α6働1〃5

勿 π伽 〃1〃3f1oη1),河 川 残 留 魚 と し て ニ ジ マ ス

(0ηco吻 ηc加8〃磁 ∫∬)(稀),遡 河 回遊 魚 と して サ

ク ラ マ ス(0.脚50〃)(多 い),シ ロザ ケ(σ んθ'o)

(稀),ア メ マ ス(301γ θ伽 〃51θ〃oo〃2αθη18)(稀),両

側 回 遊 魚 と し て エ ゾ ハ ナ カ ジ カ(Co1嬬

o〃めか81o〃3ρ313),ウキ ゴ リ(C乃oεηogoわノz15・oηηz41αr15,)

(稀)が 生 息 し て い る と 報 告 さ れ て い る(小 宮 山

1982).忠 類 川 で の報 告 は サ ケ 科 魚 類 だ け で あ る
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が,サ ク ラ マ ス,ア メ マ ス,シ ロザ ケ,カ ラ フ ト

マ ス(0ηcor勿 ηc加∫go酌 〃3訥o)の 生息 が 確 認 され

て い る(小 宮 山1981).た だ し,幾 品 川 で は 調 査 が

中流 に あ る落 差 工 よ り下 流 で 行 わ れ て お り(小 宮

山1982),忠 類 川 で も主 に 下 流 域 で 調 査 され て い

る(小 宮 山1981).一 ・般 に,下 流 に な る ほ ど魚 の種

類 の 収 容 力 が 増 加 し(小 宮 山1981),ま た,回 遊

性 の 魚 種 が 海 か ら進 入 し て く る ので 下 流 部 の魚 種

の 収 容 力 が 満 た され や す い(水 野1963)と され,上

流 に な るほ ど魚 種 が 少 な くな る と考 え られ る.今

回 の 調 査 期 間 中 に採 補 さ れ た オ シ ョ ロ コマ 以 外 の

魚 類 が サ ク ラ マ ス幼 魚1尾 だ け で あ った こ と か ら,

両areaに 生 息 す る 河 川 残 留 型 の サ ケ 科 魚 類 は オ シ

ョ ロ コマ1種 で あ り,稀 に サ ク ラ マ ス 幼 魚 が 混 生

す る程 度 と考 え られ る.よ って,今 回 の 調 査 区 域

で は,他 の サ ケ 科 魚 類 との 間 に競 合 が 生 じ る こ と

は な く,オ シ ョロ コ マ の 底 生 水 生 動 物 の摂 食 が 顕

著 と な る(前 川1977;石 城1984;Ishigakil987)

よ うな こ とは な い も の と思 わ れ る.

な お,今 回 のArealの 調 査 で 餌 生 物 中 に 出 現 し

たEPHEMEROPTERAnymph(カ ゲ ロ ウ 目幼 虫)

のD7初 θ〃oわ0501赫(オ オ マ ダ ラ カ ゲ ロ ウ),D.

醒Ψ'ηo(ミ ツ トゲ マ ダ ラ カ ゲ ロ ウ),β ρεor"5"例01

(ウ エ ノ ヒ ラ タ カ ゲ ロ ウ),E.10ψ 〃〃〃～(エル モ ン

ヒ ラ タ カゲ ロ ウ),E.1んoη0813(ナ ミ ヒ ラ タ カゲ ロ

ウ)の5種 は 同河 川 で 行 われ た カゲ ロ ウ 目幼 生 の 分

布 調 査 で も生 息 が 確 認 され て い る(井 尻1979).

D7〃ηθ〃o(ト ゲ マ ダ ラ カ ゲ ロ ウ属)は 渓 流 か ら 中 ・

下 流 まで 広 く分 布 し,ゴ ミや 落 ち 葉 の 下 を棲 み 家

に して お り,β ρθor鰐(ヒ ラ タ カ ゲ ロ ウ属)は 山 地

渓 流 の 比 較 的 激 流 を 好 む と言 わ れ て い る(川 合

1985).Arealは,河 川 上 流 部 に 設 け た こ とか ら,

βρθor〃3が出 現 し た こ と は 当 然 だ が,Dr〃 〃θ〃oの好

む ゴ ミ等 は 少 な い と 思 わ れ,Dア 瑚 ε〃oの 棲 み 家 は

落 ち 葉 で あ っ た と考 え られ る.つ ま り,そ れ だ け

棲 み 家 とな る落 ち 葉 な ど の堆 積 が あ っ た と言 え,

そ の 落 ち 葉 は河 畔 林 か ら供 給 され る も の で あ る.

ま た,北 野 ・中 野(1991)で は,オ シ ョ ロ コ マ

の 胃 内 容 物 は水 生 昆 虫 は科 まで,陸 生 昆 虫 は 目ま

で の8目13科 の 同 定 に と ど ま っ た が,今 回 の 結 果

とで はHydroptilidae(ヒ メ トビ ケ ラ科)を 除 く全

て の 科 お よび 目が 重 複 し て 出 現 し た.今 回 の調 査

で そ の 他 に 水 生 昆 虫 で は,Leptophlebiidae(ト ビ イ

ロ カゲ ロ ウ 科),Ephemeridae(モ ン カ ゲ ロ ウ 科),

Perlidae(カ ワ ゲ ラ 科),Nemouridae(オ ナ シ カ ワ

ゲ ラ 科),Limnephilidae(エ グ リ ト ビ ケ ラ 科),

Polycentropodidae(イ ワ ト ビ ケ ラ 科),

Hydropsychidae(シ マ ト ビ ケ ラ科),Phryganeidae

(ト ビ ケ ラ 科),Stenopsychidae(ヒ ゲ ナガ カ ワ トビ

ケ ラ 科),Blepharoceridae(ア ミ カ 科),

PLANIPENNIA(扁 翅 目)が 出 現 し た.北 野 ・中

野 の 報 告(1991)は 知 床 半 島 北 側 の 中 程 に あ る幌

別 川 で 調 査 が 行 わ れ た こ とか ら,今 回 の 両areaよ

り も河 川 環 境 が 厳 し く,今 回 の 結 果 よ り出 現 科 数

が 少 な か っ た と考 え られ る.し か し,河 畔 林 は 豊

富 で あ っ た こ とか ら,調 査 を陸 生 昆 虫 の 羽 化 が 集

中 す る夏 期 に 行 って い た ら違 う結 果 が 得 られ た の

で は な い か と思 わ れ た.さ ら に,属 ま で の 同定 は,

そ の 河 川 環 境 を 知 る た め に は 必 要 と 思 わ れ た.

今 回 の結 果 にお い て は,水 生昆 虫 の 羽 化 が 主 に

5～6月 で あ り,ま た,陸 生 昆 虫 の 羽 化 期 が 夏 期 に

集 中 し て い る こ と か ら,10月 に は オ シ ョロ コマ の

周 囲 に 生 息 す る水 生 昆 虫 ・陸 生 昆 虫 の 生 息 密 度 が

一・時 的 に 低 下 し
,1年 を通 し て 重 量 は 少 な いが 個

体 数 の 多 いユ ス リカ に シ フ トした た め にISFが6月

か ら10月 へ か け て減 少 し た と 考 え られ る.ま た,

8月 のArea1で 一 時 的 にISFが 増 加 し た こ と も,忠

類 川 上 流 域 に 比 べ,幾 品 川 上 流 域 の河 畔 林 の 状:態

が 陸 生 昆 虫 と くにCoroわ 〃30酌or8〃3(エ ゾ ク ロナ ガ

オ サ ム シ)の よ うな 大 型 のCOLEOPTERAに 適 し て

い る と考 え られ る こ と か ら,そ れ らの 羽 化 に伴 い

ISFが 増 加 し た と考 え られ る.

本 州 に お け る イ ワ ナ(ア メマ ス)の 場 合,水 生

昆 虫 は 主 に6月 に羽 化 し,そ れ と 同 時 に イ ワナ は

主 な 餌 生 物 をEPHEMEROPTERAnymphお よ び

DIPTERAlarvaか ら陸 生 動 物 やTRICOpTERAlarva

に変 わ る こ とが 知 られ て お り(Honmaetal.1972;

加 藤1992a),今 回 の 結 果 か らオ シ ョロ コ マ の 場 合

も本 州 の イ ワ ナ と 同 じ よ うに餌 生 物 の対 象 を 変 え

た と思 わ れ る.

オ シ ョ ロ コ マ と 同 属 の イ ワ ナ(ア メ マ ス)の 食

性 は,主 に流 下 動 物 で,イ ワ ナ 自体 が 選 択 して 摂

餌 す る こ と は な く,餌 の 存 在 状:態(流 下,底 質 中)

に よ って 利 用 して い る と考 え られ て い る(例 えば,

加 藤1992b).ま た,流 下 昆 虫 に含 ま れ る昆 虫 の 中

で,陸 生 昆 虫 が 大 部 分 を 占 め る場 合(JPFユ ー ラ ッ

プ 川 グ ル ー プ1973;Johnson&Ringer1980)お よ

び 出 現 し て も割 合 が 低 い 場 合(真 山1992;北 野 ら
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lgg3)が あることが知 られている.こ のような流

下昆虫組成の違いは河川周辺の森林環境が大き く

影響していると考えられ,川 幅の狭い渓流部では

陸生昆虫の供給が多 く(Furukawa-Tanakal985),

開けた明るい河川では水生昆虫,と くにユスリカ,

カゲロウ,ト ビケラが多い(真 山1992)と 言われる.

8月の陸生昆虫の出現率がArea2よ りArealが

高かったことおよび,8月 のDIPTERAlarvaの 出現

率がArealよ りArea2が 高かったことは,Arealは

Area2に 比べ河川周辺の森林環境が豊かであ り,

Area2はArealに 比べ河川周辺がより広がって明

るかったことが関係していると思われる.す なわ

ち,幾 品川 ・忠類川上流域の植生の優占種はケヤ

マハンノキであるが,そ の他に幾品川上流域はヤ

ナギ類,忠 類川上流域はエゾマツ ・トドマツが多

く見 られた.こ れ らのことが今回の調査areaに 当

てはまるとすれば,オ シ ョロコマもイワナ(ア メ

マス)と 同じように選択 して摂餌 しておらず,餌

の存在状:態によって利用する餌生物を変えている

と考えられた.

今回の調査では,体 長別に胃内容物を比較する

事 はな か った が,同 じサ ケ 科 魚 類 の ア マ ゴ

(0ηco吻 ηc加5酌oぬ朋)の 場合は,同 種内でも社

会的に優位な大型(高 齢)魚 と劣位な小型(当 歳)

魚の間で流下昆虫および落下 した陸生昆虫の捕食

に有利な水表面付近の優占をめぐって攻撃行動が

みられ,大 型魚が水表面付近を占め,陸 生昆虫を

主に捕食することが知 られている(古 川1978;名

越1980).オ ショロコマも,ア マゴと同じ河川環

境の厳しい渓流域の狭い淵に生息することから,

同様の現象が起こっていると推測され る.

得 られたサンプルの中には明らかに特定の昆虫

を偏食していたものがあった(例 えば,ニ ンギ ョ

ウトビケラ属(70εrOSPP.)こ とから,オ ショロコマ

の食性は主に非選択的であるが,少 数のある特定

の昆虫に対して選択性を示す ことがあると思われ,

底生動物相や流下昆虫組成を調査して,オ ショロ

コマの餌生物に対する選択性の有無や強弱につい

て検討する必要があると思われる.

また,今 回の調査は2河 川で行 ったが,知 床半島

には多数の河川が存在することから,オ シ ョロコ

マの食性の詳細を知るためには,多 くの河川調査

する必要があり,また,数 年を通じての調査も必要

と思われる.

摘 要

2000年6月 か ら10月 に か け て 知 床 半 島,幾 品 川

お よ び 忠 類 川 に お い て オ シ ョロ コ マ を 採 捕 し,得

られ た オ シ ョ ロ コマ の 胃 内 容 物 か ら食 性 の調 査 を

行 い,ま た 両 河 川 間 で 食 性 を比 較 した.主 な 結 果

は 以 下 の通 りで あ る.

1)オ シ ョ ロ コ マ の 食 性 は 両 河 川 通 じ て6,7月 は

EPHEMEROPTERAnymph・TRICOPTERAlarva,8,

9月 は 主 に 陸 生 昆 虫,10月 はPLECOPTERAimago・

DIPTERAlarva等 で あ った.

2)オ シ ョ ロ コ マ の 食 性は,両 河 川 と も に 同 属 の イ

ワ ナ(ア メマ ス)と 同 様 の選 択 的 な 摂 餌 は な く,

餌 の存 在 状 態(流 下,底 質 中)に よ っ て 摂 餌 対 象

種 を変 え て い る と思 わ れ た.

3)幾 品 川 に お い て は,8月 の 胃 内 容 物 湿 重 量 組 成

に 対 す る 陸 生 昆 虫(特 にCOLEOPTERA)の 割 合 が

高 か っ た こ とか ら,同 河 川 は 河 畔 林 が 豊 か で あ る

と推 測 され た.

4)忠 類 川 に お い て は,8月 の 胃 内 容 物 個 体 数 組 成

に お い てDiamesinaelarva(ヤ マ ユ ス リカ亜 科 幼 虫)

の 出 現 率 が 高 か った こ と か ら,同 河 川 は よ り流 れ

が 緩 や か でDiamesinaelarvaの 生 育 に適 して いた と

考 え られ た.
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